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令和４年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立平野小学校 

校長  小用 昇  

１ 学校教育目標 
人権尊重の精神を基調とし、生涯にわたり主体的に学び続ける人間性豊かな児童の育成を図る。そこで、知・徳・体の調和と統一のとれた児童、広く

国際社会に貢献できる社会人となるための基礎を身に付けた児童、将来の選択肢に幅広い可能性をもつ児童の育成を目指し、次の教育目標を設定する。 

○よく考え進んで行動する子  ○思いやりのある子  ○からだをきたえる子 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 
◎明るく楽しく安全な学校 ○児童一人一人の人権を尊重し大切にする学校 ○授業改善、研究、研修に力を入れる学校 

○保護者や地域から信頼され、協力、支援される学校 

○児童・生徒像 

○よく考え進んで行動する子…すすんで学習し、学び方や考え方を身につけ自らの力で課題を解決する児童  

○思いやりのある子…時と場に応じた挨拶や返事ができ、礼儀正しく明るく思いやりの心をもち、お互いの気持ちを考えながら共に励

まし合い助け合う児童  

○体をきたえる子…進んで運動し健康に気を付けながら、たくましく活力のある生活を営む児童 

○教師像 

○児童の健全育成に全力を注ぎ、児童に敬愛され、保護者・地域に信頼される教師 

○授業改善に努め、新しいことにチャレンジし、充実した授業を展開する教師  

○児童理解に努め、児童と正面から向き合える教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
《学校の現状》 

○コロナ禍で学校生活が制限される中、学習面でも生活面でもできることを精一杯している。元気よく大きな声で挨拶することは制限されているが、黙

礼や小さな声での挨拶などしっかりできている児童が多い。学習用具の忘れや宿題忘れをする児童が固定化されつつあり、担任からの指導の強化や保

護者との連携をより図っていく必要がある。 

○教職員は教材研究・授業や行事の打ち合わせ等を熱心に行い、足立スタンダードをもとに問題解決学習を中心に児童一人一人に応じた指導を心がけて

いる。３０名の教員のうち、経験が自校のみの教員も三分の一いるが、お互いに協力を惜しまず、児童に正対しまじめに取り組んでいる。 

〇４月に実施された区学力調査では、通過率が国語で８０．９％、算数で８６．０％であった。（目標値は暫定） 

《前年度の成果と課題》 

○基礎的・基本的な学習内容の定着 

学校生活が制限される中、放課後の「平野スキルアップタイム」や補習教室によって、基礎的・基本的な学習内容の定着を図ってきた。また、学習内

容の理解に時間がかかる３、４年児童には、そだち指導を、区の学力調査で目標値に達しない児童に対しては夏休み、冬休み、春休みに補充教室を実

施してきた。児童全体の基礎基本の定着度の底上げができてきた。通過率も向上し区の平均を上回った。理解できない内容をそのままにせず、放課後

補習等を継続し、さらなる基礎学力の定着を目指す。若手教員が多いので授業力・指導力の向上が必要である。教科指導専門員による指導を真摯に受

け止め、授業改善に努めさせる。家庭学習に一定時間取り組む児童が増えてきた。宿題や自学等家庭学習の習慣をさらに定着させる。地域の環境や自

然・人を活用した学習や体験活動をさらに充実させる。また、全児童に貸与されたタブレット端末を学びの道具として、より個に応じた主体的な学習

に取り組めるよう有効活用していくとともに、情報モラルについても併せて指導をしていく。 



 ２ 

○心の教育の充実 

年間を通してコロナ禍での挨拶について指導してきた結果、黙礼や小さな声での朝の挨拶や廊下等での挨拶はかなりできるようになってきた。保護者

の学校評価では、「子供は明るく元気に学校生活を送っている」の肯定的評価が９４％であるが、年３回調査しているいじめアンケートでは「いやな

ことを言われる」「無視される」などの記述も見られる。早期発見・早期解決に努めているが、油断せず見守るとともに道徳の授業を充実させ、親切、

思いやり、生命の尊さ、友情、信頼等を重点にして指導していく。 

・教員一人一人が足立スタンダードによる授業実践を通し、授業改善・指導方法の工夫に努めた。４月に実施された区学力調査では、通過率が８６．５％

であった。放課後「平野スキルアップタイム」を継続し、学力調査の結果をもとに学力向上委員会が中心になって計画を立て、各クラスで放課後の補

習をしたり、担当教員による補充教室を実施したりするなどして、さらなる学力の向上に向けて取り組んできた。 
・小中連携については、教員の交流について制限を設けた上で研究授業を３回実施し、教員の指導力の向上を図った。今年度も、ペアを組む小中３校で
年度当初に立てた計画に基づいて実施する予定である。 

・タブレット端末が全員に配備された。教育活動の中でどのように活用していくか計画を立て実践していく。 
・毎日課題を出し、家庭学習は定着した児童が多いが、さらに自主的に家庭学習ができる児童を増やしていく。 
・子供たちの総年間読書冊数は、２月末現在８０２９３冊で子供一人平均１５０冊である。 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R2 R3 R4 R5 R6 

１  学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２  親切、思いやり、生命の尊さ、友情、信頼等 ○ ○ ○ ○ ○ 

３  家庭・地域との連携を図る ○ ○ ○ ○ ○ 

４       
 

５ 令和４年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題   

達成度 
◎〇△● 

児童一人一人の基礎学力の定着、
思考力・表現力の向上 

年度当初－87％ 1 月－95％ 
２月現学年－75％ 

年度当初―国語 81.3%算数 86% 
１月―国語 94.3%算数 91.2% 
２月現学年―未実施 

概ね基礎学力の定着を図ることができた。下
位層の更なる底上げを引き続き行う。 
 

 〇 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象・ 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 



 ３ 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R1 R2 R3 R4 R5 

 

１
継
続 

スキルアッ

プタイム 

 

全児童 

国語 

算数 

毎日 

（ Ｂ 時

程・土曜

授 業 日

等除く） 

担任が、ＡＩドリル、次への

ステップ、東京ベーシックド

リル、漢字・計算プリント等

を活用して、漢字・計算の基

礎を身に付けさせ、学力を定

着させ、弱点を克服する。 

全校で共通し

たワークテス

トを活用し成

績ファイルで

確認する。 

国語と算数のワ

ークテストの平

均点８５点以上 

２月の現学年調

査は目標値の通

過率７５％ 

共通ワークテスト

（国・算）平均点 

国語 82.6 

算数 81.6 

２月現学年調査 

未実施 

放課後の20分間を使

って全児童対象に AI

ドリルや漢字・計算

プリントを用いて既

習内容の確認を行う

とともに基礎基本を

定着させるように努

めた。 

〇 

２
継
続 

放課後補充

教室 

全学年 

目標値に

達してい

ない児童 

国語 

算数 

毎日 

（ 月 別

に 学 年

を指定） 

専科、学習支援ボランティア 

が漢字・計算プリント等を活

用して、つまずきをさかのぼ

り、少人数指導を行う。 

反復して学習させることで

基礎学力の定着を図る。 

学力調査の再

調査（全児童）

９・１月実

施・現学年調

査２月実施 

学力調査の再調

査通過率９５％ 

２月現学年調 

査通過率 75％ 

９月再調査通過率 

国語―91.3% 

算数―89.8% 

１月再調査通過率 

国語―94.3% 

算数―91.2% 

２月現学年調査 

未実施 

月毎に対象学年の児

童を決めて、前学年

の既習内容も含め復

習を中心にした学習

ができるようにし

た。 

〇 

３
継
続 

長期休業期

間中の補充

教室 

全学年

（春季は

1～5年） 

国語 

算数 

夏休み

１３日

（１・２

年は８

日間） 

冬休み 

２日間 

春 休 み 

３日間 

全教員と学習支援ボランテ

ィアがＡＩドリル、漢字・計

算プリント、学力調査過去問

題・類似問題、東京ベーシッ

クドリル、次へのステップ等

を活用して、学力調査で目標

値に達しなかった児童や担

任が気になる児童を中心に

問題を解き直したり、補充問

題に取り組んだりすること

で、基礎学力の定着を図る。 

学力調査の再

調査（全児童

対象）９・１

月実施 

 

学力調査の再調

査は目標値の通

過率９５％ 

 

９月再調査通過率 

国語―91.3% 

算数―89.8% 

１月再調査通過率 

国語―94.3% 

算数―91.2% 

 

新型コロナウイルス

感染拡大防止対策を

とりながら、夏休み

はサマースクールを

含め１０日、冬休み

は補充教室を３日実

施した。春休みは２

日実施予定。 

〇 



 ４ 

４
継
続 

「学年別家

庭での自主

学習」の発

行 

 

 

全児童 

全教職員

に発行 

４ 月 に

配布 

保護者会資料として配布し、

家庭にも学力向上への取り

組みに理解をしていただく。 

全校で毎日、漢字、算数、音

読の宿題を出すように共通

理解し、未提出の児童は、そ

の日の内に放課後等の時間

を使って終わらせる。 

宿題提出簿 

家庭生活調べ 

 

宿題提出率 

１００％ 

家庭学習の達成率 

１２月末までに全校

で８４％ 

 

毎月生活調べアンケ

ートを実施し、結果

を学年便りで公表し

た。家庭により協力

体制に差があるのが

現状。 

△ 
 

５
継
続 

 

百人一首旬

間 

 

国語 

全児童 

７月 

１１月 

小倉百人一首、五色百人一首

を使用し日本の伝統文化で

ある百人一首に親しみ、古語

の響きの良さに気付かせる。 

百人一首暗唱

カード 

各学年で２０首

ずつ覚える。 

 

２０首以上暗記人数 

7 月―１１３名 

12 月―１５２名 

７月よりも１２月の

取組で達成者が増え

た。 

〇 

６
継
続 

 

読書活動の

推進 

 

国語 

全児童 

読書記

録は年

間を通

じて取

り組む。 

火・水・

木曜日

の朝読

書 

読書旬

間－6月 

読書月

間-10 月 

毎日の生活の中で読書の時

間を確保し、読書に親しみ、

考える力や想像力を育む。 

・朝読書（週３０分×３５週

＝１０５０分） 

・読書記録への記入 

・図書委員会による本の紹介 

・教師による読み聞かせと本

の紹介 

・読書旬間－低学年２０冊、

高学年５００ページ 

・読書月間－低学年４０冊、

高学年１０００ページ 

・年間読書冊数の目標を各学

年ごとに設定する。 

読書記録で確

認する。 

読書旬間・月

間の目標達成

者は校長室に

報告に来る。 

全校児童で年間

の読書冊数 

８０，０００冊  

年間個人読書冊

数 

１年－250 冊 

２年－210 冊 

３年－130 冊 

４年－100 冊 

５年－80冊 

６年－70冊 

４組－130 冊 

 ６割達成 

読書旬間（６月） 

読書月間（１０月）

等年間を通して計画

通りに実施できた。 

教師による読み聞か

せと本の紹介を読書

月間に２回行った。 

１月より図書室を開

放し、休み時間に図

書室での読書を可と

した。 

１２月末時点読書冊

数 ５５０９９冊 

朝読書、読書旬間、

読書月間の取組を通

して読書活動を推奨

してきた。来年度も

読書活動を推進して

いく。 

〇 



 ５ 

７
継
続 

俳句コンク

ール 

国語 

全児童 

６月 

１０月 

身近な生活の中で感じたこ

とや自然現象などを、短い言

葉で表現することにより、物

事を見つめる目を養い、豊か

な感性を養う。 

・俳句コンクール（6月.10

月）・校長室前に投句箱を設

置し年間を通して校長俳句

会を実施。 

・外部の俳句大会にも応募 

各学級の廊下

で俳句作品展 

優秀作品の紹

介。 

５・７・５のリ

ズムで季語を用

いた俳句を全員

が作る。 

計画通りに６月・10

月に校内俳句コンク

ールを実施。各学級

の廊下に掲示。 

各学年代表作品を学

校ホームページに掲

載して紹介した。 

各種俳句コンクール

に応募し、飲料水の

パッケージに佳作と

して本校児童の作品

が掲載されるなどし

た。 

◎ 

８
継
続 

授業力・指

導力の向上 

全教科 

全教職員 

年 間 を

通じて 

・年間８回の小中連携 

・全教職員による教科別分

科会と授業研究を実施 

・区や都の研修会への参加、

のべ１００回以上 

・タブレット端末、ＩＣＴを

活用した授業をする。 

研究会参加。 

区や都の分掌

に関わる命令

研修以外に研

修へ参加。 

全体会２回、 

授業研究６回 

一人４回以上研

修会に参加。 

担任全員が毎日

ＩＣＴを活用。 

 

・指導案検討を含む 

 分科会３回 

 授業研究３回実施 

・区小研各部への 

 参加率９０％ 

・区や都主催の研修    

 会参加のべ９０回 

新型コロナウイルス

感染拡大防止策を講

じながら小中連携を

計画通り実施した。 

各担任が各教科で計

画的にタブレット端

末を学習活動に取り

入れた。 

〇 



 ６ 

９
継
続 

足立スタン

ダードに基

づいた授業

展開、校内

での共通理

解に基づい

た指導体制 

 

全教職員 

全児童 
年 間 を

通じて 

足立スタンダードに基づい

た授業を展開する。 

・系統立てて学年別にノート

を選定し、低学年は、マス黒

板を使って指導する。 

・ワークテスト（国・算）を

全校で統一し、成績入力方法

を統一し、経年比較ができる

ようにする。 

・漢字の速習（２～６年生は

１２月まで、１年生は１月ま

でに当該学年で学習する漢

字の指導を終える。） 

管理職、教科

指導専門員に

よる授業観

察。 

 

ワークテスト

の経年比較デ

ータの活用。 

全教職員が本時

のめあてとまと

めを意識し、足

立スタンダード

に基づいた授業

を展開する。 

 

 

 

 

 

 

毎時間、問題解決型

の授業展開を意識し

て学習指導を実践し

た。 

国語・算数のワーク

テストを全校で統一

させ、経年比較でき

るよう計画通りに実

施できた。 

漢字の速習は学年に

よって新出漢字 

 

 

 

・毎時間「めあて」

を提示し授業の終末

に「まとめ」を行う

問題解決型の学習を

展開できた。学習感

想を書かせる取組も

見られた。 

・漢字を１２月まで

に学習し、１月以降

は習熟するための取

組を行った。 

〇 

 
 
 

重点的な取組事項－２ 豊かな人間性を育成する 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

様々な人との関わりを通して思いやり
の心を育成する 

学校評価項目、子供は、明るく元気に
学校生活を送っている９５％以上の
肯定的評価 

肯定的評価が 94.1% 

概ね達成と捉えられる
が、｢わからない｣｢そう
思わない｣と回答した
残り 5.9%の評価を改
善し肯定的評価に結び
つける手立てを行う。 

  〇 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 



 ７ 

縦割り班活動の充実 
・縦割り班遊び年１８回 
・縦割り班給食年２回 
・縦割り班集会年３回 

・土曜授業日のある週の中休
みを縦割り班遊びの日に設定
し土曜授業日の中休みを３０
分間にして縦割り班遊びを十
分とる。 
・給食部、特別活動部の年間

計画の中に縦割り班活動を明

確に位置づける。 

 

 

校内における新型コロナウイルス

の感染状況に鑑み、９月の土曜授

業日から縦割り班活動を再開し

た。 

默食が基本の中で飲食

を伴う縦割り班給食は

実施せず。集会も密に

なる危険があるがある

ため実施せず。 

次年度もできる活動か

ら内容と方法を再考し

つつ感染拡大に留意し

ながら活動を充実させ

ていく。 

 

 

 

   
  △ 
            

幼稚園、保育園、中

学校との連携 
・児童・園児・生徒の交

流 

・学校行事の見学、給食体験、
１年生との交流や保育体験を
する。 
・学校図書館の利用や読み聞
かせ体験をする。 
・中学校での一日体験をする。 
・百人一首大会前に、中学生
との合同練習をする。 

・吹奏楽の合同練習・発表会
をする。 
・長期休業中の小学校の学習
教室等に中学生が○付けボラ
ンティアとして参加する。 

〈幼保連携〉 
新型コロナウイルス感染拡大防止
のための制限がある中で、音楽会
のリハーサルへの招待、昔の遊び
道具を使った昔遊びでの幼稚園児
保育園児との交流を行った。 
〈小中連携〉 
９月に６年生が中学校での体験授
業および部活動体験を実施した。 
１０月は、中学生３名を職場体験
で３週間にわたり受け入れた。 

制限がある中でも幼稚
園や保育園、中学校と
綿密な打ち合わせをし
ながら、実施可能な方
法を探り、連携の内容
と実施時期を柔軟に変
更しながら進めた。 
次年度も感染状況を踏
まえながら、今年度の
実績を参考にして可能
な限り連携を行ってい
く。 

 

 

 

 

 

  〇 



 ８ 

道徳の授業の充実と 

挨拶運動等の推進 

・道徳の授業の充実 

・学校評価項目、子供は

家庭や学校でよく挨

拶をしている９０％ 

・オリンピック・パラリ

ンピック教育の推進 

 

 

 

・道徳の年間指導計画に重点

として、親切、思いやり、生

命の尊さ、友情、信頼等を位

置づける。 

・朝と帰りだけでなく日中の

挨拶について強化する。 

・年間計画に基づく確実な実
施をする。 

 
 
 
道徳やオリンピック・パラリンピ
ック教育について年間指導計画に
沿って実施できた。道徳の授業で
は全学級でいじめ防止のための授
業を実施した。 
「あいさつ」はマスク着用の上で
声を出してのあいさつを励行して
きたが、昨年までの黙礼の習慣が
身に付いている。 

次年度も学校教育目標
の一つ「思いやりのあ
る子」の育成のため、
親切・友情・生命尊重
を重点に道徳教育を進
める。いじめ防止のた
めの授業も全学級で行
う。「あいさつ」は開か
れ運営委員など来校者
から校内でよく挨拶を
してくれる」という評
価をいただいた。次年
度以降も「あいさつ」
を重点取組の一つとし
てさらに強化してい
く。 

 

 

 

 

 

  

 

 〇 

 
 

重点的な取組事項－３ 家庭・地域との連携を図る 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

家庭・地域との連携を密にし、信頼され
る学校を目指す。 

保護者の学校評価１０項目において 
プラス評価の平均９５％ 

肯定的評価が 94.1% 

コロナ禍の中でも感染
防止対策を施し学校公
開を再開したり、学校
行事の参観を可能にし
た。 

  ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

基本的生活習慣の定

着 

・保護者の学校評価１０
項目において 
プラス評価の平均９５％ 

・保護者全体会・学校便り・
専科便り・学年便り・学校Ｈ
Ｐ・学校説明会・ＰＴＡ広報
誌、校門前掲示板等で教育活
動を発信していく。 
・生活調べの各月の結果を学

年便りに掲載し、基本的な生

活習慣の定着について保護者

に啓発する。 

｢学校の様子が学校便りなどでわ

かるように伝えられている｣の項

目で 92.2%の肯定的評価をいただ

いた。 

・基本的生活習慣の定着には家庭

の協力が不可欠であると考える。

今後も学年便りを通じて｢生活調

べアンケート｣の結果を掲載し啓

発を続けていく。 

肯定的評価の裏には約

8%の｢わからない｣と回

答した保護者がいる。

今後も学校ホームペー

ジを含め学校の情報を

発信していく。 

 

 

 

 

  〇 



 ９ 

環境教育の推進 
・エコキャップ活動へ
の参加 

・学年便りや担任の呼びかけ
で、エコキャップ活動への意
識を高める。回収量１５０㎏。 
・給食の残滓率２．２％以下 

・校内３カ所にエコキャップ回収
ボックスを設置し、学年だよりを
通してエコキャップの回収の呼び
かけを推進した。回収量２月末時
点 106kg 
給食残滓率２月末時点 2.6％ 
        

地域の方々にも趣旨に
賛同していただきエコ
キャップの回収に協力
いただけた。給食は引
き続き残滓率が下がる
よう指導していく。 

 

 

 

  〇 

開かれた学校づくり
協議会・学校運営協
議会の活動の推進 

・活動の活発化 

・学校運営協議会を開かれた
学校づくり協議会の運営委員
会として位置づけ、各部の活
動を明確化し年間計画の立案
や進行管理をする。 
・土曜授業日には、パソコン
学習のボランティアとして参
加要請する。 
・土曜事業として着付け教室、
そろばん教室、理科教室、ス
ポーツ教室等を計画実施す
る。 

昨年度は新型コロナウイルスの影
響で開催できなかったが、今年度
は感染状況を見ながら開かれた学
校づくり協議会による授業診断を
４回実施した。授業診断後に毎回
段階で評価をしていただいたが、
毎回高評価をいただくことができ
た。 
土曜事業として、漢字検定の補助 
家庭教育事業として｢家庭教育講
演会｣、農業体験事業として稲作体
験、千寿ネギ、サツマイモ等の苗
植えから収穫までを行った。 

 
新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から
実施できる内容に限り
があったが、運営委員
会で検討しながら可能
な限りの事業を実施す
ることができた。今後
も更に実施できる内容
に幅を広げ充実させて
いく。 

 

 

 

 

 

  ◎ 

 
 
 

６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

コロナ禍にあっても子どもたちの学力向上が大切であるという共通認識の上にたち、学力向上委員会が中心となって区の学力調査の結果を分析して 

 指導に役立てたり、AI ドリル（キュビナ）を活用した学習の活用、放課後スキルアップタイムの実施、算数補充教室の実施などを通して学力の向上に 

 向けて取り組んできた。また、小中連携による研究や校外での研修、５年目までの若手教員を対象とした教科指導専門員による指導等を通して、授業 

 改善・指導方法の工夫に努めた。区の学力調査では、区の平均正答率が６年生の国語が４％、算数が３％、２年生の算数が２％下回ったが、そのほか 

 は区の平均を上回り、一定の成果は出ている。国語は文章問題で登場人物の心情や、文に即した読み取りが課題の一つであるため、授業の中で学習課 

 題の中心となる内容を考えさせる活動を重視したり、友だち同士で自分の考えを交流させたりする場を意図的に設定していく。算数においても、文章 

 題を読み取り立式することに課題が見られる。四則計算の着実な定着はもとより、文意に沿った立式ができるようにスキルアップタイムや放課後補充 

教室も活用しながら定着を図っていく。 

 本校の特色の一つである農業体験活動を通して、実際に体験しながら生き物を大切にしたり、環境について考えたり、地域の方と交流したりするこ 

とで豊かな心の育成を継続的に行ってきた。次年度も保護者や地域・学校運営協議会、開かれた学校づくり協議会と連携し、外部の方々の協力を得て、 

知・徳・体の調和のとれた児童の育成を重点に全教職員の共通理解のもとさらに充実した教育活動を推進していく。 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 



 １０ 

  本校では、人権尊重の精神を基調とし、知・徳・体の調和のとれた児童、広く国際社会に貢献できる社会人となるための基礎を身に付けた児童、将 

来の選択肢に幅広い可能性をもつ児童の育成を目指すことが生涯にわたり主体的に学び続ける人間性豊かな大人になることに繋がると考え、教育活動 

を推進してまいりました。 

 学力向上については、一定の成果を上げることができ、生活面においても問題行動の未然防止と早期発見、早期対応に努めてきました。今年度も、 

保護者や地域の皆様から多大なるご理解とご協力をいただきながら学校運営を進めることができました。本当にありがとうございました。年末に皆様 

からいただきました学校評価やご意見を生かして、来年度も子供たちが生き生きと学校生活を送り、保護者や地域の皆様から信頼される学校となるよ 

う教職員一丸となって努めてまいりますので、変わらぬご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

  今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、保護者の皆様には多大なご理解とご協力をいただきました。今年度の教育活動の内容や様々な行 

動制限について、学校評価に挙げていただいた以外にも各ご家庭様々なご意見があると思います。５００名を超える子供たちを預かる学校では、都や 

区の方針や区立小学校長会の意向等を考え合わせ、本校の子供たちの安全と安心を第一に考えて実施の方法を含めて判断してきました。来年度も、そ 

の時々の状況に合わせて、子供たちの安全・安心を第一に考え臨機応変に教育活動を進めてまいります。どうぞご理解とご協力をよろしくお願いいた 

します。 

 
 


